
. . 5 - 1 f - ● ･ . f . . ･ ､ ･ . . i ! ･ 9 ！ ･ 』 - ' ‘ ･ l 一 回 ' . ‾ - ･ ･ . ‘ ･ . ･
　 一 一 　 　 －

　 　 ・ … … ! ･ ･ I S . ･ . ･ . . . ･ . 、 ･

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
欧
州
担
当
顧
問
小
川
　
秀
樹

ｙ
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
ほ
ど
の
惨
禍
で
は
な
く
、
そ
の

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
玄
部
・
岡
山
市
）
医
印
象
は
プ
リ
ズ
レ
ン
ー
’
凱
着
す

療
救
援
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
る
と
さ
・
・
り
に
強
ま
る
。

七
月
に
三
週
間
、
コ
ソ
ボ
に
滞
古
都
の
た
た
ず

在
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
空
爆
中
に
ま
い
が
そ
の
ま

コ
ソ
ボ
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
ま
残
っ
て
い

に
つ
い
て
危
ぐ
さ
れ
た
こ
と
る
。

と
、
実
原
に
自
分
の
目
で
見
た
　
　
プ
リ
ズ
レ
ン

美
し
い

ll｀･?|♂

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
ま
っ
た
く
の

一
｝
ｉ
だ
。
破
壊
さ
れ
た
モ
ス
ク

と
も
相
ま
っ
て
、
ア
ル
バ
ニ
ア

ｱ｀

Ｊレ
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こ
と
の
喬
に
峡
当
然
な
が
ろ
か
ら
岑
溢
域
こ
夜
霧
辻
｀
ニ

か
を
リ
差
は
あ
っ
た
ご
一
ソ
y
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系
晋
豆
生
活

こ
・
屯
弾
薬
こ

の
首
都
ス
コ
ピ
エ
か
ら
陸
路
入

、
国
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
活
動
の
べ

七
ト
ス
に
し
て
い
る
コ
ソ
ボ
第
二

ゐ
都
市
プ
リ
ズ
レ
ン
に
向
か
っ

づ
た
。
三
時
間
ほ
ど
の
行
程
で
、

号　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ソ
ポ
の
惨

禍
を
実
地
で
見
て
初
め
て
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
空
爆
の
際
に
コ
ソ
ボ
で

行
わ
れ
た
こ
と
も
お
お
よ
そ
見

当
が
つ
く
。
犠
牲
者
の
数
は
一

万
人
を
超
え
た
。
大
変
な
数
字

だ
が
、
数
週
間
で
八
十
万
人
も

の
犠
牲
者
を
生
ん
だ
一
九
九
四

年
の
ル
ワ
ン
ダ
の
よ
う
に
「
虐

殺
の
嵐
」
が
吹
き
荒
れ
た
と
い

う
状
況
で
は
な
い
よ
う
だ
。
百

八
十
万
人
口
の
う
ち
、
百
万
人

以
上
が
（
避
）

ニ
ｙ
系
が
主
入
盆
篠

い
た
。
さ
ら
に
そ
の
北
の
ジ
ヤ
だ
っ
た
建
物
に
対
す
る
被
害
は
る
よ
う
に
、
各
地
域
か
ら
逃
げ

コ
バ
と
い
う
町
で
は
、
旧
市
街

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い

た
。
し
か
し
一
方
で
、
す
ぐ
そ

、
予
想
し
た
ぱ
の
モ
ダ
ン
な
ホ
テ
ル
や
高
層

な
く
、
町
並
み
は
そ
の
ま
ま
だ
。
出
し
た
セ
ル
ビ
ア
系
が
、
続
々

　
今
、
最
も
緊
張
感
が
あ
る
の
と
こ
の
町
の
北
側
に
参
集
し
て

は
北
部
の
要
衝
ミ
ト
ロ
ビ
ッ
ツ
い
る
。
　
。

ァ
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
人
口
　
駐
留
す
る
フ
ラ
ン
ス
軍
が
、

　
お
が
わ
ｔ
ひ
で
き
　
三
井
銀
行
総
合
研
究
所
（
現
さ
く
ら
総

合
研
究
所
）
な
ど
で
海
外
調
査
に
従
事
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
な
ど
の
総
選
挙
で
政
府
派
遣
監
視
員
を
務
め

る
。
混
缶
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
欧
州
咀
当
顧
問
、
さ
く
ら
総
合
研
究
所
客
・

る
。
現
在
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
欧
州
担
当
顧
問
、
さ
く

員
研
究
員
。
岡
山
県
鴨
方
町
出
身
。
現
住
所
は
横
浜
市
青
菜
Ｚ
。

早
稲
田
大
政
経
学
部
卒
。
4
3
歳
。

の
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
、
混
乱
還
民
の
表
情
は
意
外
と
明
る
　
コ
ソ
ボ
に
は
今
、
欧
米
各
国

が
続
い
て
い
た
が
、
両
民
族
の
く
、
本
来
働
き
者
の
コ
ソ
ボ
の
か
ら
の
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ

聞
で
平
和
臭
に
共
存
す
る
合
意
人
が
皆
、
懸
命
に
復
興
に
打
ち
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で

が
七
月
末
に
は
交
わ
さ
れ
、
問
込
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
だ
。
も
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
の
立
ち

題
は
沈
静
化
に
向
か
っ
て
い
何
よ
り
も
コ
ソ
ボ
の
人
た
ち
を
上
が
り
は
な
ぜ
か
鈍
い
と
い
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一

鼓
舞
し
て
い
る
の
は
、
九
〇
年
う
。
ア
ル
バ
ニ
ア
で
本
格
的
な

以
降
、
コ
ソ
ボ
の
セ
ル
ビ
ア
化
活
動
基
盤
を
つ
く
り
上
げ
て

が
強
行
さ
れ
、
自
治
権
が
は
く
い
て
、
逆
に
六
月
の
ド
ラ
ス

奪
さ
れ
、
多
く
の
人
が
職
を
追
チ
ッ
ク
な
状
況
変
化
こ
対
応

わ
れ
て
き
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
で
き
ず
に
い
る
の
か
も
し
れ
な

庇
護
（
ひ
ご
）
の
も
と
、
久
々
い
。

に
ア
ル
バ
ニ
ア
系
が
主
人
公
に
　
　
そ
の
点
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
コ
ソ

難
民
と
し
て
居
返
り
咲
い
た
と
い
う
事
実
で
あ

所
を
逃
げ
出
し
る
。

て
い
る
こ
と
か
　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
行
勣
に
は
い
ろ

ら
翫
竃
か
こ
　
レ
ろ
と
希
乞
あ
否
・
ペ
ニ
ー
ヽ
『
。
ｙ
Ｊ
ぃ

ボ
帰
還
の
方
向
が
定
着
し
た
六

月
下
旬
に
は
い
ち
早
く
｛
一
ソ
ボ

調
査
を
決
行
し
、
百
示
う
拝

ア
八
八
一
一
凪
ｙ
、
こ
哩
’
一
一
一
一

‘ 鳶

、 ‘
一

い
え
る
子
こ
で
ぷ
了
云
云
見
遣
』
じ
た
コ
ソ
ボ
・
公
示
万
場
厚
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
終
止
守
兵
三
笠
合
ご
叉
呑
茜
導
遣
゛
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紛
争
の
真
実
毛
ぢ
よ
く
理
解
に
付
く
ぢ
々
が
琥
く
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
対
す
る
婁
誇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呑
筝
、
こ
こ
ち
こ
三
♀
で
哲
希
恬

Ｉ
を
騨

ぃ
い
た
だ
く
た
め
に
、
自
分
で
見
Ａ
が
診
療
所
を
讐
乙
た
ク
ル
な
破
壊
で
あ
る
こ
と
竺
目
僚
斤
言
懸
ヲ
ハ
芦
ニ
ア
莱
だ
苓
北
を
結
ご
嘴
の
通
行
を
厳
重
洗
ア
‐
４
バ
ニ
ア
呉
を
Ｆ
ブ
ボ
　
昌
三
ミ
言
上
仁
二
三
ピ
ー
こ
暫
来
貢
早
手
（
プ
畏
穀

た
現
地
の
姿
を
伝
え
た
い
・
　
Ｉ
シ
ャ
と
い
う
村
だ
け
で
、
二
然
（
り
ょ
う
ぜ
ん
）
だ
。
　
　
が
、
残
り
の
セ
・
谷
ア
系
が
町
こ
管
辱
二
言
で
平
一
敏
さ
　
？
っ
巌
徽
芝
こ
声
ド
ニ
す
』
２
｀
政
、
腱
庸
子
・
ズ
デ
足
）
・
で
合
言
・
言
黎
ロ
こ
息
デ

　
コ
ソ
ボ
に
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
百
人
近
く
の
犠
牲
者
が
確
認
さ
　
北
真
弓
左
置
す
る
首
都
プ
を
横
断
す
る
川
の
北
側
に
住
ん
れ
た
ミ
の
よ
う
な
Ｅ
象
を
与
え
が
取
宍
そ
と
い
う
こ
と
で
あ
灸
ブ
ざ
を
ぢ
。
た
こ
で
あ
る
大
挙
し
て
乗
り
込
ん
で
い
る
平

の
首
都
ス
コ
ピ
エ
か
ら
陸
路
入
れ
、
そ
の
診
療
所
で
も
地
元
出
リ
シ
ュ
チ
ナ
は
と
い
う
と
、
郊
で
い
た
。
そ
し
て
今
や
、
ア
ル
て
い
る
。
北
側
に
家
が
あ
る
ア
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
人
気
は
本
ソ
ボ
で
は
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

幽
し
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
活
動
の
べ
身
の
十
人
の
葬
式
が
営
ま
れ
て
外
は
別
と
し
て
、
町
な
か
の
主
バ
ニ
ア
系
の
帰
還
と
入
れ
替
わ
ル
バ
ニ
ア
系
住
民
が
嘴
を
渡
る
　
今
の
コ
ソ
ボ
と
い
え
ば
、
帰
物
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ら
と
競
っ
て
物
資
支
援
を
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5
1
っ
茜
ゴ
ク
潜
回
さ
μ
る
な
ど
、
混
乱
選
民
の
表
情
は
意
外
と
明
る
　
コ
ソ
ボ
に
は
今
、
欧
米
各
国
行
う
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
・

技
能
優
先
の
支
援
活
動
に
重
点

を
置
く
の
が
大
切
か
つ
効
果
的
・

か
も
し
れ
な
い
。
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ニ
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